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書評：清水由美著『日本人の日本語知らず。』 
 
金田 章宏 
 
 本書は清水由美氏の二冊目の著書である。前著『辞書のすきま すきまの言葉』（2009年、研究社）
では、『新和英大辞典 第五版』（2003 年、研究社）の執筆にかかわり、そこからうまれた「へえ、そ
うなの？」「おや、そうだったんだ」という、英語の意外なおもしろさ、日本語との発想のにかよいや
ずれを日本語教師の視点から楽しく紹介してくれた。つぎがこの日本語である。 
著者は猫が好きである。そしてたぶんそれに近いくらいに、酒が好きである。その根拠は、それを
使った例がともに二桁の箇所にみえるから（という単純な理由）である。それらの例から、猫と酒に
対する思い入れが伝わってくるから（これは本当）である。かといって、猫と酒の大嫌いな人が読ん
でも不快に感じるようなことはまったくないので、心配はご無用。 
 文章が軽妙である。どこが、というのもむずかしいのだが、じつはこの軽妙さ、著者に自覚はない
かもしれないが、著者が酒を飲んでいるときの口調がそのまま文章になったかのような語り口である。
もちろん飲んでいなくてもそうなのだが、飲んでいるときのほうがより、そう感じられる。その語り
口がじつに心地よい。 
 著者は日本語教育にたずさわっている。したがって、日本語初中級の学習者に対して日ごろから「ダ、
デアルとデス、マスをいっしょに使ってはイケマセン！ 全体を統一しなければイケマセン！」など
と叫んでいるはずである（たぶん）。しかし・・・ 
 どんなときにそれが許されるのか、それをやるとどんな効果が生まれるのか、ということを知って
もらう、本書はその生きた教材でもある。 
 本書の各章はそれぞれがとても短い。「時間がないのでとりとめのない長い手紙になりました」の「真
逆」で、その短さのなかで書き出しもいいが、その締めかたに思わずにやっとしてしまう味がある。
さまざまなタイプの文章についての「文章読本」がありうるだろうが、このテの文章の「文章読本」
の一冊として、自信を持って推薦できる。 
 著者も絶賛しているが、絵がいい。その一コマ漫画の会話が楽しめる。本文以上に本書の内容を端
的に表現している。以前ある人が貴重な古書をコピーして「原本以上の出来」といったことがあるが、
これもまさにそうである。 
少し紹介しよう。自動詞と他動詞にふれた「お茶が入りました。」 
太めの女性がスカートを試着して一言「やぶれたわよ？」スマートな女性の店員がにっこりしなが
ら「お客様がやぶいたんです。」 
陳述副詞などにふれた「みなまで言うな。」 
花束をもった男性がおじぎをしながら「もしよかったら・・・」女性もていねいにおじぎを返しな
がら「残念ながら・・・」。やはり、笑ってしまう。 
ヨシタケシンスケ氏、絵はなんどか見かけていたと気づいたが、本書ではじめてその名と味わいを
知った。感謝。 
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 ほんとうはいちいちを紹介したいのだが、評者の文章力、表現能力にあわせて、このていどにして
おこう。もくじと副題をさいごにあげる。日本語を自覚する機会のすくない日本人にはもちろんぜひ
読んでいただきたいが、おなじていどに留学生たちにも、自分たちがそれをどのように映し出し、そ
のどんなところに興味を持たれているのか、ぜひ留学生たちにも読んでもらいたい。 
 
 と、ここまでは本書に釣りあう程度にほめまくったが、曲がりなりにも日本語「学」をなりわいと
するものとして、気になった点がないではない。本書のなかの一章が高校の某教科書に取り上げられ
ることになったときくし、増刷も確実とみられるので、文法にかかわる細かいことではあるがそのさ
いの検討材料にしていただければありがたい。 
 「品詞の谷間」で、「子どもは元気がいちばん」(p.45)の例をだし、「元気」は助詞のガがついてい
るから名詞だとしているが、これは「子どもは元気なのがいちばんだ」「子どもは元気であるのがいち
ばんだ」の意味なので、ナ形容詞（第二形容詞、いわゆる形容動詞）とみるべきである。「子どもに元
気をもらう」なら問題なく名詞になる。 
 「お茶が入りました。」のさいご(p.60)、自分の意図的な動作を奥ゆかしくも自動詞で表現するとこ
ろ。「ビールを（ちゃあんと）冷やしておいたよ。」は奥ゆかしくもない他動詞なので、「ビールが（ち
ゃあんと）冷えてるよ。（なんてエライ僕！）」である。 
 「みなまで言うな。」の陳述副詞(p.74)。文末に疑問をよぶとした「いったい」「はたして」に疑問
につながらない用法もあるのだが、これはもはや現代的ではないからあまり問題にしなくてもいいだ
ろう。が、つづけて「ついに」「とうとう」「やっと」「ようやく」の「後ろはかならず完了の「～た」
になる」と断定するのは正しくない。文末がふつうに非過去形でもあらわれるので、「なることが多い」
ぐらいが妥当なところか。 
 「ありますですかそれともありますですか？」で母音の無声化にふれるが、「おっつける」(p.117)
の変化前の「おしつける」では「し」だけでなく「つ」も、いやむしろ「し」が無声化しなくても「つ」
はかならず無声化するので、無声化の印として付した傍点は「つ」にもつけるべき。 
 「ててったってっ。」で促音化したり短縮したりする現象にふれ、「持っててったって」(p.120)を「持
っていてと言っても」からの変化とするが、「言っても」は「言ひても」からの変化なので、ここは「持
っていてと言ったって」さらには「持っていてと言ったとて」から。 
 
 以上は、重版のためにぜひ検討していただきたい点だが、ひとつだけ文法の根幹にかかわることに
ついても指摘しておきたい。 
 「活用」とはなにか？ 著者はいわゆるカキクケ国文法（学校文法）を多少なりとも肯定的にとら
えているようで、そのカキクケコが美しい「活用」で五十音表がそのまま「活用表」になっていると
賞賛する。が、日本人相手にカキクケ国文法を教えなければならない国語教師ならいざ知らず、この
一点に関するかぎり、とても日本語教育にたずさわる（さらには英語以外の言語にもお詳しい）おか
たのお言葉とは思えない（じつは評者よりはるかに有能な日本語教師）。たとえば国文法では、「みて
いた」を「み・て・い・た」と４「単語」に切りきざみ、順に、動詞連用形、接続助詞、動詞連用形、
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過去の助動詞、などと「分析」してしまうわけだが、これはせいぜいが古典の解釈に多少役立つてい
どのシロモノであり、言語を理解しようとするのには百害あって一利なし。この「分析」に「みた」
との違いはどこにもあらわれないし、「み」はほかの動詞では「書い」「走っ」「飲ん」という不完全な
要素に相当することにもなる。書く・書いた・書こう・書け・・・などの終止語形（すなわちこれら
が単語）を中心とする全語形を体系化したもの、語形変化のシステム、形式と意味の総合体を活用と
いうべきである。日本語の５母音と子音の音韻体系を結果的に五十音表にならべたものが、これも結
果的に動詞活用形の一部である母音と五段動詞において一致したからといって、それを活用というこ
とはできないのである。子音を共有する５母音の連続に、体系はひとかけらもない。（・・・ついつい、
国文法の批判に走ってしまった。） 
 とはいえ、こういった原理原則をはなれるなら、たしかに絵的には、手持ちの 5 母音をフルに使っ
て語形変化させているところになにかしらの「美」を感じる、という感性もわかる気がする。すべて
は言語の自然な変化の結果である。 
 
 さいごに、日本語学をなりわいとする、と書いておきながら恥をさらすことになるが、本書ではじ
めて知った言葉があった。「問題がなへんにあるか」(p.109)の「なへん」。ひらがなでもあり、きっと
誤植にちがいないと思って、内心「教える」つもりで著者にたずねる。すると、 
「えっ？ 使いませんか？？」「えっ？・・・はい」（あとの「えっ？」の「え」には点々がほしい。「お
～星さ～ま～ギーラギラ♪」） 
少し調べてみておもしろいことがわかった。疑問詞「どこ」の意味の「那辺」または「奈辺」、明治
大正期までは文学作品にもわずかにみられるが、『新潮文庫の100冊』に現代語の使用例はみつからな
い。ネットでみてみると、「那辺」「奈辺」ともに 100 前後（この数もきわめて少ない。ひらがなの例
は未見）の、もちろん現代語の例があった。この「那辺」、もとは中国語で「そこ、あそこ」の意味で
ある（中国語の辺は、刀ではなく力）。それがなぜ日本語で「どこ」の意味になってしまったのか。じ
つは中国語には「そこ、あそこ」の「那辺」のほかに四声の異なる口偏の那をつかったナヘンがあり、
これが疑問の「どこ」に使用される。おそらくは、こちらのナヘンの疑問の意味を、日本で使いやす
い那のほうで、そしてさらに意味をはなれて奈で、定着させてしまったのだろう（奈の使用例のほう
がやや多い）。これを本家の中国人からみたら不思議にみえるだろうが、ネットで 1例だけ、「人気の
黒川温泉、理由は奈辺にあり」を見出しにした文章があった。これが疑問「ありや」の誤植でないと
したら、「そのあたり」のような意味で疑問の例にはならないと思われるのだが、もしそうだとして、
はたしてこれを（あくまで日本語なのだから）誤りとみるか、（もとの中国語の意味にあるのだから本
家本元、先祖返りで）正しいとみるか。無知な質問から、言葉のたどる道のおもしろさを教えてもら
った気がした。 
 
 日本語を外から見る日本語教育の世界。留学生は毎年毎年入れかわる。ネタはまだまだありそうで
ある。はやくも続編に期待したい。 
 
    書評「清水由美著『日本人の日本語しらず。』」（金田）  
 80 
 以下に本書のもくじをあげる。（ ）内は副題。ともに、みているだけで興味をそそられる。 
１．日本語は難しい、か？（ひらがなさえ読めれば、ぜんぶ読めちゃうのに？） 
２．ところでひらがな、ぜんぶ読めてます？ほんとに？（「う」と書いて「お」と読めとはこれいかに。） 
３．しつこいようですが、ひらがなはエライ！（五十音表と言いながら、じつは動詞の活用表でもあ
るのだ。） 
４．らぬき、れたす、さいれ（群れる動詞たち） 
５．ナウい人とナウな人、どっちがナウ？（形容詞も群れるのだった。） 
６．品詞の谷間（群れからはぐれた品詞たち） 
７．お茶が入りました。（入れたのは私ですけどね。） 
８．日本語はあいまい？ 非論理的？（だってわかっちゃうんだもん。） 
９．みなまで言うな。（しっぽがなくてもわかる理由） 
10．米洗ふ前を蛍の二ツ三ツ（ホタルの生死を分けるもの） 
11．私はこれでやめました。（意志の力で変わる意味） 
12．ウチ向きの日本の私（ここはそれ、あれですから。） 
13．ウチとソトの交流（行くよ来るよ、あげるよくれるよ。） 
14．しぇんしぇー、ちゅくえ（ターラちゃん♪） 
15．ありますですかそれともありますですか？（発音しない発音） 
16．ててったってっ。（詰めて縮めて試練の聞き取り問題） 
17．先生はとても上手に教えました。ありがとうございます。（ほめるな危険！） 
18．お～星さ～ま～ギーラギラ♪（ことばの海に漂う点々） 
 
清水由美著『日本人の日本語知らず。』2010年12月刊 世界文化社 1050円 四六判 144ページ 
